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改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
が
成

立
、５
月
17
日
に
公
布
さ
れ
た
。

今
回
の
建
築
物
省
エ
ネ
法
の

改
正
は
、
建
築
物
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
の
抜
本
的
強
化
が
大

き
な
狙
い
だ
。
特
に
全
建
築
物

の
省
エ
ネ
基
準
の
適
合
義
務
化

を
見
据
え
、
規
制
の
強
化
が
行

わ
れ
て
い
る
の
が
特
長
だ
。

今
回
の
改
正
建
築
物
省
エ
ネ

法
の
概
要
を
み
る
と
、
ま
ず
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
つ
い
て
は
、

省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
を
建
築

確
認
の
要
件
と
す
る
建
築
物
の

対
象
を
拡
大
す
る
。
こ
れ
ま
で

適
合
義
務
化
の
範
囲
は
、
延
床

面
積
２
０
０
０
平
方
㍍
の
大
規

模
建
築
物
に
限
っ
て
い
た
が
、

こ
の
範
囲
を
拡
大
す
る
。
現

段
階
で
は
延
床
面
積
の
下
限
は

３
０
０
平
方
㍍
以
上
と
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
多
く
の
非
住
宅
建
築
物

で
省
エ
ネ
基
準
の
適
合
義
務
が

T O P I C S

課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

施
行
は
公
布
後
２
年
以
内
と

な
っ
て
い
る
。

説
明
義
務
化
の
施
行
は
、

公
布
か
ら
２
年
以
内
に

マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て

は
、
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
な

い
新
築
等
の
計
画
に
対
す
る
指

示
や
命
令
等
を
行
う
体
制
が
強

化
さ
れ
る
。
監
督
体
制
を
強
化

す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
基
準
へ
の

適
合
を
徹
底
す
る
こ
と
が
狙
い

だ
。
施
行
は
法
公
布
後
６
カ
月

以
内
で
、
今
年
度
中
に
施
行
さ

れ
る
。

一
方
、
戸
建
住
宅
な
ど
小
規

模
の
住
宅
・
建
築
物
に
つ
い
て

は
、
新
築
時
に
設
計
者
（
建
築

士
）
か
ら
建
築
主
へ
省
エ
ネ
性

能
に
関
す
る
説
明
義
務
を
課
す

施
策
を
実
施
す
る
。
説
明
義
務

化
と
な
る
住
宅
・
建
築
物
の
延

床
面
積
は
３
０
０
平
方
㍍
未
満

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
手
住
宅
事
業
者

に
対
し
て
は
、
省
エ
ネ
基
準
以

上
の
住
宅
を
供
給
す
る
責
務
を

課
す
。
具
体
的
に
は
建
売
戸
建

住
宅
を
供
給
す
る
大
手
住
宅
事

業
者
が
対
象
だ
っ
た
住
宅
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
対
象
範
囲

を
拡
大
し
、注
文
戸
建
住
宅
・
賃

貸
ア
パ
ー
ト
を
供
給
す
る
大
手

住
宅
事
業
者
も
対
象
と
す
る
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基
準
で
求
め

る
省
エ
ネ
性
能
は
省
エ
ネ
基
準

よ
り
15
％
高
く
、
さ
ら
な
る
省

エ
ネ
化
を
求
め
て
い
る
。

施
行
に
つ
い
て
は
説
明
義
務

化
が
公
布
後
２
年
以
内
、
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
が
６
カ
月
以

内
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
戸
建
て
住
宅
等
に

対
す
る
施
策
は
、
６
割
に
留
ま

る
適
合
率
、
審
査
体
制
の
不
足

な
ど
を
理
由
に
先
送
り
さ
れ
た

２
０
２
０
年
ま
で
の
適
合
義
務

化
に
代
わ
る
も
の
。

特
に
説
明
義
務
は
、
住
宅
需

要
者
の
行
動
変
容
を
促
す
こ

と
が
大
き
な
目
的
と
な
っ
て
お

り
、裏
を
返
せ
ば
、住
宅
事
業
者

に
と
っ
て
は
説
明
で
き
る
知
識

と
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
適
合
義

務
化
と
行
う
こ
と
は
変
わ
ら
な

い
と
言
え
る
。

省
エ
ネ
評
価
方
法
の
簡
素

化
に
向
け
て
検
討
開
始

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業
省

に
よ
る
省
エ
ネ
基
準
の
改
正
等

に
関
す
る
審
議
が
始
ま
っ
た
。

具
体
的
に
は
注
文
戸
建
住
宅
な

ど
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基
準
の

設
定
や
、
戸
建
て
住
宅
な
ど
の

省
エ
ネ
性
能
評
価
方
法
の
簡
素

化
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
く
。

両
省
の
合
同
会
議
で
は
案
が

示
さ
れ
た
が
、
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
基
準
に
つ
い
て
は
適
合
率

が
20
〜
50
％
程
度
と
な
る
水

準
、
対
象
は
注
文
戸
建
住
宅
が

年
間
３
０
０
戸
以
上
、
賃
貸
ア

パ
ー
ト
が
年
間
１
０
０
０
戸
以

上
と
い
う
方
向
が
示
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
事
業
者
数
で
は
70

社
、
10
数
社
が
対
象
と
な
る
見

込
み
だ
。

一
方
、
説
明
義
務
制
度
の
創

設
に
関
し
て
、
戸
建
住
宅
の
省

エ
ネ
評
価
方
法
の
簡
素
化
に
つ

い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
断

熱
材
や
窓
の
仕
様
の
み
で
外

皮
性
能
を
算
出
で
き
る
評
価
方

法
、
空
調
設
備
な
ど
の
仕
様
の

み
で
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
を
算
出
で
き
る
評
価
方
法
を

追
加
す
る
方
向
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
簡
単

に
省
エ
ネ
性
能
が
評
価
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
一
般
的
に
省
エ

ネ
基
準
へ
の
適
合
が
困
難
な
場

合
が
あ
る
伝
統
的
構
法
の
住
宅

に
対
し
、
省
エ
ネ
基
準
の
緩
和

措
置
を
設
け
る
方
向
で
検
討
を

進
め
て
い
る
。

審
議
は
10
月
下
旬
に
最
終
と

り
ま
と
め
が
行
わ
れ
る
方
針

だ
。

新しい外皮性能グレード「G3」を提案
HEAT20
先ごろ開催した2019報告会で、新たな外皮グレードとして
「G3」を提案した。戸建住宅の目指すべき住宅像と推奨する
断熱性能水準として、これまでG1、G2という2つの外皮性能グ
レードを発表。G3は、この2つの性能を上回るもの。G3を達成
するUA値は6地域で0.26W/(㎡･K)。各地域において冬期間
非暖房室も含めて住宅内の最低体感温度をおおむね15℃を
下回らない水準に保つとしている。

設計住宅性能評価書を交付した
住宅の割合が過去最高に
国土交通省
新設住宅着工戸数に対する2018年度の設計住宅性能評価
書の交付割合が26.1％と過去最高に。設計書交付実績は24
万9,093戸で前年度比7.3％増と3年連続の増加だった。建設
（新築）は18万9,245戸で同6.9％増。

「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
）

が
成
立・公
布
、先
ご
ろ
省
エ
ネ
基
準
な
ど
の
見
直
し
に
向
け
た
審
議
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。今
回
の
改
正
で
は
、住
宅

分
野
で
は
建
築
士
の
建
築
主
へ
の
省
エ
ネ
基
準
の
説
明
義
務
化
、大
手
住
宅
事
業
者
へ
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
の

対
象
拡
大
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
。
説
明
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、よ
り
シ
ビ
ア
に
省
エ
ネ
基
準
へ
の
対
応
や
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
る
。次
の
ス
テ
ッ
プ
に
入
っ
た
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
の
概
要
と
今
後
の
動
き
を
解
説
す
る
。

説
明
義
務
化
な
ど
省
エ
ネ
基
準
の

改
正
に
向
け
審
議
が
ス
タ
ー
ト

改正
建築物
省エネ法

改正建築物省エネ法の改正のポイントとスケジュール
法律の公布：2019年5月17日

法公布後6ヶ月以内施行：2019年11月予定
〇複数建築物連携型プロジェクトの容積率特例制度の対象への追加
〇マンション等に係る届出義務制度の審査手続の合理化
〇注文戸建住宅及び賃貸アパートのトップランナー制度への対象への追加
建売戸建住宅を供給する大手住宅事業者に加え、注文戸建住宅・賃貸アパートを供給する大
手住宅事業者を対象に、トップランナー基準（省エネ基準を上回る基準）に適合する住宅を供給
する責務を課す

法公布後2年以内に施行：2021年4月予定
〇中規模のオフィスビル等の適合義務制度の対象への追加
〇戸建住宅等における建築士から建築主への説明義務制度の創設
小規模（延べ面積300㎡未満を想定）の住宅・建築物の新築等の際に、設計者（建築士）から建
築主への省エネ性能に関する説明を義務付ける

〇 気候・風土の特殊性を踏まえて、地方公共団体が独自に省エネ基準を強化できる仕組みを導入

建築物省エネ法の住宅における改正前と改正後の比較
改正前 改正後

大規模
（2000㎡以上）

届出義務
【基準に適合せず、

必要と認める場合、指示・命令等】

届出義務
【基準に適合せず、

必要と認める場合、指示・命令等】

所管行政庁の
審査手続き合理化

→監督（指示・命令等）の実施に重点化

中規模
（300㎡以上
2000㎡未満）

小規模
（300㎡未満）

努力義務
【省エネ性能向上】

努力義務
【省エネ基準適合】

＋
建築士から建築主への

説明義務
トップランナー制度
【トップランナー基準適合】

対象の拡大
対象住宅

持家 建売戸建
注文戸建

貸家 賃貸アパート

トップランナー制度
【トップランナー基準適合】

対象住宅
持家 建売戸建



基礎から構造、内装までを自前で
大工や多能工も育成し技術を時代につなげる

大工や多能工を自前で育て、できる限り自らの手で家を建てる。それが伝統の技
術を次代に残したいという杢創舎の家づくりだ。さらに伝統に現代の技術を加え、
高断熱な暖かで健康的な家づくりに取り組む。

ご採用ビルダー CloseUp

杢
創
舎
は
、
大
工
で
あ
っ
た

父
親
の
背
を
見
て
育
っ
た
澤
口

代
表
が
「
自
分
の
手
で
家
づ
く

り
を
し
た
い
」
と
２
０
０
１
年

に
立
ち
上
げ
、「
大
工
が
つ
く
る

木
の
家
」
が
大
き
な
特
徴
だ
。

盛
岡
市
で
ス
タ
ー
ト
、
現
在

で
は
岩
手
県
全
域
で
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
合
わ
せ
て
年
間
10
棟

程
度
を
手
掛
け
て
い
る
。

岩
手
県
産
材
を
使
う
軸
組
み

環
境
に
や
さ
し
い
家
、

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
残
す
べ
き
も
の

有限会社杢創舎
代表取締役

澤口泰俊 氏
岩手県盛岡市好摩字芋田向85-20

Tel.019-601-5192
http://www.mokusousya.com/

工
法
に
よ
る
家
づ
く
り
だ
が
、

大
き
な
特
徴
は
、
基
礎
か
ら
構

造
、
内
装
、
建
具
ま
で
、
で
き

る
限
り
自
ら
つ
く
る
こ
と
。
構

造
材
な
ど
に
使
用
す
る
製
材
も

自
社
で
加
工
す
る
徹
底
ぶ
り
で

あ
り
、「
電
気
・
水
道
工
事
以
外

は
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
は
自
前
」

と
い
う
。

盛
岡
市
郊
外
の
３
０
０
０
坪

の
事
務
所
兼
作
業
場
に
は
製
材

機
、
木
工
機
、
板
金
加
工
機
な

ど
を
備
え
、職
人
が
作
業
す
る
。

こ
こ
は
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も
兼
ね

て
お
り
、
手
作
り
の
テ
ー
ブ
ル

や
イ
ス
を
置
く
。
作
業
場
で
若

い
大
工
が
刻
み
を
し
て
い
る
風

景
は
、
お
客
様
に
感
動
を
与
え

る
と
い
う
。

〝
人
づ
く
り
〞
も
同
社
の
特
徴

の
一
つ
だ
。
住
宅
事
業
者
の
多

く
が
独
立
し
た
大
工
も
し
く
は

外
部
企
業
に
発
注
し
て
家
を
建

て
る
が
、
同
社
は
職
人
を
社
員

と
し
て
雇
用
す
る
。
現
在
、
大

工
20
人
の
ほ
か
、
基
礎
の
配
筋

や
打
設
、
左
官
、
内
装
な
ど
を

手
掛
け
る
多
能
工
８
人
が
社
員

と
し
て
働
い
て
い
る
。

２
０
１
６
年
の
台
風
10
号
は

大
き
な
被
害
を
生
ん
だ
が
、
そ

の
時
、
家
を
流
さ
れ
て
困
っ
て

い
る
人
の
た
め
に
、
大
工
が
解

体
現
場
な
ど
で
手
に
入
れ
た
古

材
と
サ
ッ
シ
な
ど
を
使
い
、
雨

露
を
し
の
げ
る
家
を
建
て
た
と

大工の技術を活かす家づくりが杢創舎の特徴

い
う
。
澤
口
社
長

は
、
こ
う
し
た
人

助
け
も
で
き
る
大

工
の
特
技
と
技
能

を
未
来
に
残
す
た

め
に
、
日
々
、
伝

統
的
な
仕
事
に
従

事
す
る
。

同
社
は
岩
手
県

産
材
を
丸
太
で
購

入
し
、
自
社
で
製

材
す
る
。
構
造
材

だ
け
で
な
く
、
外

壁
材
、
床
材
な
ど

も
無
垢
で
あ
れ
ば

自
社
で
作
る
こ
と

が
で
き
る
。「
や
る

気
が
あ
る
若
い
大

工
に
と
っ
て
、
カ

断熱材は単位性能ではなく厚みで考えるべきとグラスウールを
採用

ン
ナ
を
か
け
ら
れ
る
木
が
あ
る

こ
と
が
一
番
重
要
」
と
、
腕
を

磨
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
杢

創
舎
に
は
あ
る
。

伝
統
技
術
と

現
代
の
技
術
を
融
合

杢
創
舎
で
は
、
木
の
ぬ
く
も

り
に
高
い
断
熱
性
能
を
加
え
る

こ
と
で
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
な

い
暖
か
な
暮
ら
し
を
提
案
す

る
。
お
客
様
も
「
子
供
が
ぜ
ん

そ
く
や
ア
ト
ピ
ー
に
な
ら
ず
、

健
康
的
に
育
つ
家
が
欲
し
い
」

と
同
社
を
訪
れ
る
と
い
う
。

外
皮
性
能
は
Ｑ
値
１
・
０
を

標
準
化
。
盛
岡
は
省
エ
ネ
基
準

の
３
地
域
で
あ
る
が
、
北
海
道

の
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
レ
ベ
ル

に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
10
年

後
で
も
通
用
す
る
レ
ベ
ル
」
を

求
め
た
。「
こ
の
先
、
法
が
改

正
さ
れ
て
も
、
基
準
に
追
い
越

さ
れ
ず
、
新
し
い
時
代
に
対
応

で
き
る
断
熱
性
能
を
持
つ
家
に

し
て
お
き
た
い
」
と
考
え
て
い

る
。さ

ら
に
「
１
０
０
年
前
の
技

術
が
あ
っ
て
今
が
あ
る
。
伝
統

的
な
技
術
と
現
在
の
断
熱
性
と

い
う
技
術
を
融
合
さ
せ
る
」
と

も
。断

熱
材
は
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
硝

子
工
業
の
高
性
能
グ
ラ
ス
ウ
ー

ル
断
熱
材
「
太
陽
Ｓ
Ｕ
Ｎ
」
を

採
用
、
壁
が
充
填
１
０
５
㎜
・

外
張
り
１
０
５
㎜
の
２
１
０
㎜

断
熱
、
屋
根
は
４
０
０
㎜
を
標

準
と
す
る
。
当
初
は
自
然
素
材

に
こ
だ
わ
り
杉
皮
の
断
熱
材
や

羊
毛
断
熱
材
を
使
っ
た
が
、
単

位
性
能
で
は
な
く
厚
み
で
考
え

る
べ
き
と
気
づ
き
、
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
る
グ
ラ

ス
ウ
ー
ル
に
変
更
し
た
。「
太
陽

Ｓ
Ｕ
Ｎ
」
は
性
能
、
施
工
性
、

コ
ス
ト
、
ピ
ン
ク
で
温
か
み
が

あ
る
色
な
ど
、
総
合
的
に
評
価

し
て
採
用
し
た
と
い
う
。

ま
ち
な
か
に

大
工
が
い
る
場
所
を

盛
岡
市
や
岩
泉
町
に
は
古
い

町
屋
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
江

戸
時
代
か
ら
残
る
こ
う
し
た
家

で
は
、
当
然
、
建
具
が
開
き
に

く
く
な
っ
た
と
い
っ
た
不
都
合

が
生
じ
る
。

ま
た
、
屋
根
が
内
側
に
向
き

中
庭
に
水
が
流
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
大
雨
が
降
る

と
庭
の
池
が
あ
ふ
れ
る
と
い
う

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
困
り
ご
と
を
解
決

で
き
る
の
が
大
工
で
あ
る
。

澤
口
社
長
は
、
ま
ち
の
な
か

に
大
工
が
常
駐
す
る
場
所
を
つ

く
り
た
い
と
話
す
。「
還
暦
を

過
ぎ
た
大
工
が
、
普
段
は
道
具

を
研
ぎ
な
が
ら
お
茶
を
飲
ん
で

い
て
、
近
所
の
人
が
駆
け
込
ん

で
き
た
ら
す
ぐ
に
行
っ
て
あ
げ

る
」
│
│
そ
ん
な
場
所
を
つ
く

り
た
い
、
そ
ん
な
人
を
育
て
た

い
、澤
口
社
長
の
夢
は
広
が
る
。
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